
■2014年度さなぎプロジェクト 

3． 亘理りんごプロジェクト 

 

◎参加人数  

4名（ボランティア学生を含めた延べ参加人数 30名） 

 

◎活動報告 

りんごプロジェクトは、今年度で 3年目の活動と

なりました。これまで亘理・荒浜保育所の先生方、

本学の院生・学生、教員で築き上げてきた実践を引

き継いで活動をしました。私たちは、レッジョ・エ

ミリアのプロジェクト型保育について学びながら、

カリキュラムをデザインしていきました。カリキュ

ラムをデザインしていく中で、子どもたちの可能性

や創造性を引き出すためには、どのように子どもた

ちに寄り添っていけば良いのか、何度も話し合いを

重ねました。より良いカリキュラムを創り上げてい

こうと意見がぶつかることもありましたが、子ども

たちの笑顔を思い浮かべながら試行錯誤する日々

は、私たちにとって貴重な経験となりました。 

本年度は、「“はてな”の木を創ろう」「りんご狩

りをしよう」「りんごの実を熟させよう」「りんごの

絵を描こう」「みんなで描いたりんごの絵を鑑賞し

よう」の全 5回で進めていきました。はじめに、り

んごの“はてな”探しをキーワードに、色々な産地・

種類のりんごを見て触って香りを嗅いで、りんごへ

の関心を深めていきました。りんごを観察しながら

子どもたちは、「どうして、赤いりんごと黄色いり

んごがあるの？」「りんごの頭とおしりはなぜへこ

んでいるの？」「りんごは、どうしてやわらかいも

のとかたいものがあるの？」など、次々とたくさん

の“はてな”を見つけました。私たちは、子どもた

ちの感性や創造性の豊さを目の当たりにし圧倒さ

れました。 

りんご狩りでは、りんご博士に話を聞いて“はて

な”を解決したり、自分たちが暮らす地域のりんご

を自分たちの手で収穫し観察したりすることによ

って、りんごへの興味・関心をさらに深めました。

みんなで一緒に収穫したりんごを見て、切って、食

べていく中で「どうして、りんごには甘いところと

すっぱいところがあるの？」など、さらなる興味を

引き出すことへと繋がりました。しかし、私たちは

それに対してその場で答えを教えてしまったため、

子どもたちの気づきを生かせませんでした。そのた

め、りんごの実を熟させる活動でも、ひとつひとつ

の“はてな”を解決しようとするあまり、子どもた

ちが見つけた新たな“はてな”について学びを深め

ていくことができませんでした。りんご狩りでの体

験や子どもたちの新たな気づきを次の活動へと生

かすことができなかったことは今後の課題である

と考えます。 

りんご園で収穫してきたりんごは、臨床美術の手

法を使って、子どもたちが“私だけのりんご”とし

て表現していきました。普段は、友達と同じような

絵を描き、同じような色を選んでいた子どもたちが、

自分がとってきたりんごの色のイメージでオイル

パステルを選んだり、自分のりんごの絵に合う色画

用紙を選んだり、ひとりひとりが異なる“私だけの

りんご”を完成させました。また、互いに作品を鑑

賞して、さらに褒められることで、子どもたちは、

自分は褒められ、みんなから認められているのだと

いう嬉しそうな表情をしていました。 

今年度のプロジェクトでは、プロジェクトへの参

加が初めてであったこともあり、緊張をして淡々と

進めてしまったり、一度にたくさんの言葉を子ども

たちに伝えてしまったり、子どもに寄り添うという

ことの難しさを改めて感じました。しかし、プロジ

ェクトが進むごとに子どもたちと活動する喜びを

感じ、私たち自身も子どもたちと一緒に楽しむこと

ができました。今年度の経験を来年度の活動へと繋

げていけるよう、来年度は、プロジェクトを行う前

に 5 歳児の心身の発達を理解するため子どもたち

の普段の様子を観察したり、一緒に遊んだり、子ど

もたちと一つになれるような活動を取り入れたい

と考えています。 
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また、今回は、ドキュメンテーションに重点を置

いて、子どもたちの発言や行動を記録し、その記録

をもとに話し合いをしながらカリキュラムをデザ

インしようと試行錯誤を重ねました。しかし、子ど

もたちの学びや気づきを次回の活動へつなげたり、

参加する全員で活動内容を振り返って共有したり

することができませんでした。このことは、日程等

の問題もありますが、プロジェクトの目的やレッジ

ョ・エミリアの教育概念を参加者全員で共通理解し

ていなかったことが原因の一つであると考えます。

私たちは、今回の活動を通して、りんごプロジェク

トの目的や概念、ドキュメンテーションの大切さを

深く認識しました。このプロジェクトの最終的な目

的は、“私だけのりんご”から“みんなのりんご”

へと広げていき、みんなでひとつの大きなりんごの

木を創ることでした。しかし、それをプロジェクト

に関わる全員で共通理解できていなかったため、う

まく繋げられませんでした。今後の課題としては、

「プロジェクトの目的や概念を参加者全員で共通

理解すること」「ドキュメンテーションを行い、次

の活動に向けて話し合いながらカリキュラムを作

成していくこと」「子どもたちの学びや気づきを次

の活動に繋げること」の 3点が挙げられます。 

来年度は、今年度のドキュメンテーションをしっ

かり引き継ぎ、さらに子どもたちに寄り添うことが

できるよう、より一層保育士の先生方と、院生・学

生とで十分に検討を重ねたカリキュラムを共に作

り上げていきたいです。 

 

 

 

りんご園にてりんご博士とともに 

 

 

はてなでつくるりんごの木 

 

 

オイルパステルで描いた一人一人のりんごの絵 


